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清正公山の豊かな自然に感じる春の足音

【表紙】第16回『新甲佐町史』歴史研修会を開催

２
CONTENTS

●04・特集　平成31年甲佐町成人式を開催

●08・こうさの話題　本町から３人が受章・平成30年度秋の叙勲

●10・町からのお知らせ　２月17日（日）は町議会議員選挙投票日

●14・あゆみだより　ヒートショックに注意しましょう

●24・Kosa Style　公営塾「あゆみ学舎」



女子ハンドボール世界選手権大会

見たら絶対好きになる！

熊本県市町村広報担当者による合同特集

　今年 11 月 30 日～ 12 月 15 日に県内５会場で開催される「2019 女子ハンドボール世界

選手権大会」。国内で開催される女子ハンドボールの世界選手権で、全試合が１つの県で行わ

れるのは初めてのことです。

　見たら絶対好きになる。ルールや見どころが分かるともっと好きになる。ハンドボールの魅

力や大会情報をチェックして、一緒に大会を盛り上げましょう。

「
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
好
き
に
な

る
」
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル

や
見
ど
こ
ろ
を
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
経
験
者
の
森
田
さ
ん
と
く
ま

モ
ン
が
教
え
ま
す
！

①
コ
ー
ト
に
入
れ
る
の
は
ゴ
ー
ル

キ
ー
パ
ー
含
む
７
人
。
本
大
会
の

ベ
ン
チ
入
り
可
能
人
数
は
16
人
。

③
ボ
ー
ル
の
大
き
さ
は
レ
タ
ス
程

度
。
片
手
で
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

②
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
ら
「
３
歩
、

３
秒
以
内
」
に
投
げ
な
い
と
反
則

に
な
り
ま
す
。

④
肉
体
が
ぶ
つ
か
り
合
う
激
し
い

ス
ポ
ー
ツ
。
正
面
か
ら
の
接
触
プ

レ
ー
は
ノ
ー
フ
ァ
ー
ル
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
こ
こ
が
見
ど
こ
ろ
！

熊本国際スポーツ
大会推進事務局

森
も り た

田 勇
いさむ

さん

く
ま
モ
ン

昨年 12 月４日に山鹿市で開催された女子ハンドボールアジア選手権「日本 VS イラン」戦

©2010 熊本県くまモン



女子ハンドボール世界選手権大会

　今年はラグビーの国際大会も熊本

で開催。熊本を含めた日本の 12 都

市が開催都市に選ばれています。

　｢４年に一度じゃない。一生に一

度だ｣。一緒に応援してラグビーも

盛り上げましょう。

熊本県民総合運動公園陸上競技場で

開催予定の試合

● 10 月６日（日）午後４時 45 分～

　フランス vs トンガ

● 10月13 日（日）午後５時15 分～

　ウェールズ vs ウルグアイ

　大会公式 PR キャラクターのくまモンをデザインした

ハンドボールが県庁をスタートし、国内、さらには海外

のハンドボールフレンドなどを次々に結ぶ様子を紹介し

ています。毎月７のつく日に更新。ぜひご覧ください。

●申込期間　２月３日（日）～６月 20 日（木）

●ホームページ　https://japanhandball2019.com/

ボランティアスタッフ二次募集を４月から開始予定です。

●問い合わせ　2019 女子ハンドボール世界選手権大会

　　　　　　　組織委員会事務局　☎ 096（333）2558

Interview

見たら絶対好きになる！

選
手
に
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
見
ど
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

勝
：
攻
守
の
切
り
替
え
が
と
て
も

速
い
の
が
魅
力
の
一
つ
で
す
。
守

備
の
場
面
で
は
、
相
手
の
ポ
ス
ト

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
競
り
合
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
見
ど
こ
ろ
で
す
ね
。
機

動
力
が
あ
り
、
い
つ
で
も
動
い
て

い
る
バ
ッ
ク
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
注
目

し
て
、
そ
の
後
の
展
開
を
予
想
し

な
が
ら
見
る
と
面
白
い
で
す
よ
。

体
の
大
き
な
外
国
の
選
手
と

ど
う
戦
っ
て
い
き
ま
す
か
？

永
：
日
本
は
細
か
い
動
き
と
機
動

力
で
外
国
人
選
手
に
立
ち
向
か
い

ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
で
守
備
を
崩
し
、

い
か
に
�
を
突
い
て
得
点
に
結
び

つ
け
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

世
界
選
手
権
に
向
け
て
の

意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す

永
：
「
優
勝
」
と
言
い
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
が

ベ
ス
ト
16

な
の
で
、
ま
ず
は
ベ
ス

ト
４
が
目
標
で
す
。
地
元
の
声
援

を
力
に
変
え
て
、
全
力
で
目
標
に

向
か
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

勝
：
東
京
五
輪
に
つ
な
が
る
大
事

な
大
会
な
の
で
、
よ
り
多
く
の
熊

本
の
皆
さ
ん
に
い
い
プ
レ
ー
を
見

せ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を

こ
れ
か
ら
始
め
る
人
に
一
言

永
：
と
に
か
く
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
！

勝
：
走
る
、
投
げ
る
、
跳
ぶ
と
い
っ

た
全
て
の
動
作
が
詰
ま
っ
て
い
る

競
技
で
す
。
プ
レ
ー
を
見
た
子
ど

も
た
ち
に
真
似
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
次
の
世
代
に
つ
な
が
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

チ
ー
ム
の
中
心
で
あ
る
二
人
。

終
始
笑
顔
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
日
本
選
手
の
皆
さ
ん
の
活

躍
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
！

永
な が た

田 しおり選手 勝
かつれん

連 智
ち え

恵選手

福岡県出身。平成 18 年に

オムロン加入。加入年の

目標が「４冠」だったこ

とから愛称はカン。平成

23 年、日本代表入り。攻

撃・守備を切り開く影の

立役者「ポスト」。

沖縄県出身。平成 20 年に

オムロン加入。加入年が

北京五輪であったことか

ら愛称はオリ。平成24年、

日本代表入り。ダイナミッ

クなシュートが魅力の「左

サイド」。

▲試合でシュートを打つ勝連選手

動画は
こちら↑

日本代表チームの要である永田選手（以下、永）と勝連選手（以下、勝）に突撃インタビュー！

二人はオムロン（山鹿市）から代表入り。見どころや世界選手権に向けた意気込みを聞きました。

大会運営・語学ボランティアスタッフ二次募集

チケットをオフィシャルサイトで先行販売中！

H
ハ ン ド

and i
イン

n H
ハ ン ド

and

ラグビーワールドカップ 2019 

を熊本で２試合開催！
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成
人
を
迎
え
て

　
今
回
こ
の
よ
う
に
晴
れ
て
成
人

を
迎
え
ら
れ
た
の
も
、
地
域
の
皆

様
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
在
、
私
は
大
学
で
広
域
社
会
、

文
化
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
出

る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
何
ら

か
の
形
で
甲
佐
町
へ
貢
献
出
来
た

ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
個
人
が
世

界
と
繋
が
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

ル
ー
ツ
と
し
て
の
地
元
の
存
在
は

あ
り
が
た
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
を
こ
こ
ま
で
育
て

て
く
れ
た
家
族
に
お
礼
を
言
い
た

い
で
す
。
な
る
べ
く
早
く
自
立
し

て
恩
返
し
し
た
い
で
す
。
20
年
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

誰
か
の
力
に
な
れ
る
人
に

　
本
日
私
た
ち
が
成
人
と
し
て
の

松永 颯斗さん

〔緑町区〕

髙田 茉里奈さん

〔船津区〕

新成人の未来を祝う

�����������
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新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
に
あ
た

り
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
を
催

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
に
祝
福
し
て
い
た

だ
き
ま
す
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
い

ま
す
。

　
こ
の
20
年
間
で
多
く
の
選
択
や

判
断
を
す
る
機
会
に
出
会
い
ま
し

た
が
、
そ
の
度
に
家
族
や
先
生
か

ら
の
助
言
や
勇
気
づ
け
に
よ
っ
て

人
生
を
歩
ん
で
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　
そ
の
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
こ

れ
か
ら
は
自
分
の
行
動
に
責
任
を

持
ち
、
自
分
も
誰
か
の
力
に
な
れ

る
人
間
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
共
に
今
後

と
も
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　１月13日（日）町生涯学習センターで、

平成31年甲佐町成人式が開催されまし

た。

　今年の新成人は、平成10年４月２日

～平成11年４月１日生まれが対象で、

町内の対象者は107人。式典には、80人

が出席しました。

　式典では、各地区の新成人代表が新成

人全員の氏名を紹介した後、奥名克美町

長が「近い将来、皆様の中からこの甲佐

町を若い力で引っ張っていく青年が誕生

することを心から期待します」と式辞。

蔵田勇治町教育長が「しっかりとした夢

と目的を持ち、未来社会に人生の歩みを

進めて欲しいと期待します」と励ましの

ことばを述べ、緒方哲哉町議会議長と甲

佐中学校生徒代表の小栁花凜さん（２

年・横田区）が祝辞を述べました。

　新成人への記念品が川崎光央さん（八

丁区）に贈呈され、柿本竜弥さん（上豊

内区）が「交通安全宣言」を宣言。最後

に、皆本将太さん（下豊内区）が「１人

１人が夢に向かって歩き続け、１日も早

く甲佐町に貢献できるような社会人にな

ります」と「誓いの言葉」を述べました。

未来を拓く新成人たちの

大人への門出の晴れ姿

▶
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る
皆
本
さ
ん

▶
交
通
安
全
宣
言
を
宣
言
す
る
柿
本
さ
ん
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　３月17日（日）甲佐町安津橋健康広場で、

「緑川スポーツフェスタ in こうさ２０１９」を

開催します。

　クイズに答えながら町内の名所を巡る「こう

さんもんクイズウォーク」や天然芝コースで競

う「グラウンド・ゴルフ」を開催。会場内では、

幼児から大人まで楽しめる「アクティビティス

ポーツ体験コーナー」や町内外のグルメが集ま

る「陽気マルシェ」も開催します。家族や友だ

ちなどお誘い合わせの上、ぜひご参加ください。

■コース

　安津橋健康広場を発着として、クイズに答え

ながら町内の名所を巡る６マイル（約9.7㌔）

と３マイル（約4.8㌔）の２コース

■当日の受付・スタート時間

・受付　午前８時30分～午前９時15分

・６マイルコース（約9.7㌔）午前９時45分

・３マイルコース（約4.8㌔）午前10時

■参加料

　中学生以上1,000円、小学生以下無料（保護

者同伴）

■参加申し込み方法

　３月６日（水）までに事前申し込みください。

※定員（各コース200人）になり次第、締め切

　ります。

①応募フォームでの申し込み

　町公式ウェブサイトから申し込みください。

②申込書での申し込み

　町公式ウェブサイトから申込書をダウンロー

ドし、メールかファックス、郵送で申し込みく

ださい。

■参加資格

　中学生以上なら誰でも参加できます

■当日の受付・競技開始時間

・受付　午前９時00分～午前９時45分

・競技開始　午前10時

■参加料　500円

■参加申し込み方法

　安津橋健康広場「グリーンパル甲佐」で申し

込みを受け付けます。３月６日（水）までに事

前申し込みください。

※ファックスでの申し込みについては、町教育

　委員会にお問い合わせください。

■お問い合わせ先　

　町教育委員会　TEL096-234-2447（内線325）

■お問い合わせ先

●甲佐町観光協会（町地域振興課内）TEL096-234-1154（内線232）

●町公式ウェブサイト　https://www.town.kosa.kumamoto.jp/

こうさんもんクイズウォーク

クイズに答えながら甲佐の名所を巡る

　会場では、甲佐ブランド「こうさんもん」

をはじめとしたグルメが集まる「陽気マル

シェ」や、子どもから大人まで体験できる「ス

ポーツ体験コーナー」を開催。ステージイベ

ントでは、子どもに人気の仮面ライダージオ

ウショーやマッスルアップ健康体操、ブラス

バンド演奏などが行われます。

　また、クイズウォークやグラウンド・ゴル

フに参加したり、「陽気マルシェ」で300円以

上の買い物をしたりするともらえる抽選券で

参加できる「お楽しみ大抽選会」では、豪華

景品も用意しています。ぜひ、ご来場ください。

グラウンド・ゴルフ

天然芝の３コースでスコアを競う

３月17日（日）緑川スポーツフェスタ in こうさ2019

クイズウォーク・グラウンドゴルフの参加者募集 !!
3/ 
申込締切

水６

おいしい楽しいイベントが盛りだくさん
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■
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
で
本
町

に
住
ん
で
い
る
人
は
、
平
成
30
年
１

月
１
日
〜
12
月
31
日
の
収
入
に
つ
い

て
申
告
が
必
要
で
す
。

　

株
や
土
地
の
譲
渡
、
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
、
医
療
費
控
除
の
申
告

を
す
る
人
は
、
事
前
に
町
税
務
課
ま

た
は
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、

必
要
書
類
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　

熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た

方
は
、
２
月
４
日
（
月
）
か
ら
15
日

（
金
）
ま
で
火
の
国
ハ
イ
ツ
（
熊
本

市
東
区
）
で
申
告
書
事
前
作
成
会
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
申
告
相
談
で
の
注
意
事
項

●
準
備
す
る
も
の

・
申
告
者
本
人
の
印
か
ん

・
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類

・
同
世
帯
外
の
方
の
申
告
を
代
理
で

　

さ
れ
る
場
合
は
、
委
任
状

・
申
告
者
本
人
の
印
か
ん

・
申
告
者
本
人
お
よ
び
扶
養
控
除
対

　

象
者
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　

ド
」
ま
た
は
「
個
人
番
号
通
知

　

カ
ー
ド
」

・
給
与
収
入
や
年
金
収
入
が
あ
る
場

　

合
は
、
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
支
払

　

調
書

・
事
業
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
）

　

所
得
が
あ
る
場
合
は
、
収
支
内
訳

　

書
や
経
費
の
領
収
書

・
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
を
受
け
る

　

場
合
は
、
控
除
証
明
書

・
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

　

障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

　

神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
、
障

　

が
い
者
控
除
対
象
者
認
定
書
な
ど

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

　

医
療
費
な
ど
の
領
収
書
と
集
計
を

　

記
入
し
た
明
細
書

・
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

　

証
明
書
や
領
収
書

・
所
得
税
の
振
替
納
税
や
還
付
を
受

　

け
る
場
合
は
、
本
人
名
義
の
通
帳

　

と
、
そ
の
通
帳
の
登
録
印

・
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
確
定
申

　

告
書
な
ど

　

内
容
に
よ
っ
て
は
、
火
の
国
ハ
イ

ツ
で
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

熊
本
地
震
に
伴
う
雑
損
控
除
が
あ

る
場
合
は
、
平
成
28
・
29
年
分
確
定

申
告
書
（
控
）
と
雑
損
控
除
計
算
書

（
控
）
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
相
談
の
日
程
な
ど

▼
申
告
期
間
・
受
付
時
間

　

２
月
18

日
（
月
）
〜
３
月
15

日

（
金
）　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
、
午

後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
会
場

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室

■
熊
本
東
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
申
告
相
談
会

場
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

▼
会
場

　

火
の
国
ハ
イ
ツ
（
熊
本
市
東
区
）

▼
申
告
相
談
期
間

　

 

２
月
18
日（
月
）〜
３
月
15
日（
金
）

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
除
き

　

ま
す

※ 

２
月
24
日
（
日
）
、
３
月
３
日
（
日
）

に
限
り
、
休
日
も
開
設
さ
れ
ま
す
。

▼
受
付
時
間

　

 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
税
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　

（
内
線
１
１
５
）

・
熊
本
東
税
務
署

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

平成31年度

■町・県民税、国保税の申告相談の日程一覧

日程
行政区名

午前 午後

２月

18 月 北原・田原 府領

19 火 上田口 下田口・和田内

20 水 津志田

21 木 麻生原・世持 南三箇・中山

22 金 船津

24 日 火の国ハイツで休日申告相談実施

25 月 早川 中早川・北早川

26 火 糸田 辺場・古閑・八丁・山出

27 火 吉田 芝原

28 水 広瀬・谷内・本坂谷・堂ノ原・西原・小鹿・井戸江・安平・上揚

３月

１ 金 大町・横田・有安

３ 日 火の国ハイツで休日申告相談実施

4 月 緑町 仁田子

５ 火 下豊内 岩下一区・二区

６ 水 上豊内 西寒野

７ 木 東寒野 中横田

８ 金 浅井 下横田

11 月 上早川一区・二区・三区・四区・五区

12 火 乙女・白旗・宮内地区で上記の日に来れない人

13 水 甲佐・竜野地区で上記の日に来れない人

14 木 再来場が必要な人のための予備日

15 金 再来場が必要な人のための予備日

※ ２月18日（月）～22日（金）、25日（月）～３月１日（金）、
４日（月）～８日（金）は、税理士も相談に応じます。株
や土地の売買、消費税の申告や資産税についてのご相談が
ある人は、ぜひご利用ください（税理士の受付は午後３時
まで）。

町
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
相
談
は

２
月
18
日
（
月
）
〜
３
月
15
日
（
金
）
で
す
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１
月
18
日
（
金
）
甲
佐
小
学
校
で
、

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
講
演
会
は
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の

講
演
・
実
技
な
ど
を
通
し
て
、
五
輪

に
つ
い
て
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
委
託
に
よ
り

県
教
育
委
員
会
が
主
催
し
、
実
施
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪

な
ど
に
出
場
し
た
水
井
妃
佐
子
さ
ん

が
「
夢
を
叶
え
る
た
め
に
」
と
い
う

演
題
で
講
演
し
、
町
内
の
小
学
５
・

６
年
生
１
７
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

実
技
で
は
、
児
童
や
教
師
が
水
井

さ
ん
や
県
出
身
の
松
隈
美
千
穂
さ
ん

と
対
戦
。
周
囲
の
声
援
を
受
け
て
五

輪
選
手
の
実
力
を
体
感
し
ま
し
た
。

　１月19日（土）甲佐小学校で、キッズバ

レーボール教室が開催されました。

　同教室は、バレーボールの競技人口の増加

を図ることを目的に、甲佐町バレーボール協

会（芦原博幸会長）が主催、町教育委員会が

後援。キッズバレーボール推進委員会を講師

に迎え、４歳から小学３年生までの約70人

が参加しました。

　教室では、キッズバレーボール未経験の子

どもたちが、町外のクラブの子どもたちと一

緒にキッズバレーボールを楽しみました。

本町から３人が受章　　　　

平成30年度秋の叙勲

オリンピックを知ろう　　

元バドミントン五輪選手の水井さんが講演

キッズバレーボール教室 

１月19日（土）甲佐町バレーボール協会

▼秋の叙勲を受章した左から藤本さん、仲原さん、佐藤さん

▲甲佐小体育館で開催されたキッズバレーボール教室

▼

バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
な
ど
に
出
場
し
た
水
井
さ
ん

　

11
月
3
日
（
土
）
平
成
30
年
秋

の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
佐

藤
征
子
さ
ん
（
仁
田
子
区
）
が
旭

日
双
光
章
を
、
仲
原
勝
良
さ
ん

（
船
津
区
）
と
藤
本
裕
治
さ
ん

（
下
田
口
区
）
が
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
県
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
な
ど
を
つ
と
め
、
長

年
に
わ
た
り
県
内
文
化
財
の
保
護

や
継
承
に
貢
献
。
平
成
25
年
刊
行

の
『
新
甲
佐
町
史
』
で
は
、
編
集

委
員
長
を
務
め
ま
し
た
。
佐
藤
さ

ん
は
「
私
１
人
の
受
章
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
多
く
の
方
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

仲
原
さ
ん
は
、
町
消
防
団
団
長

や
副
団
長
を
務
め
、

長
年
に
わ
た
り
消
防

施
設
の
充
実
や
予
防

消
防
の
普
及
な
ど
に

貢
献
。
「
先
輩
方
に
支

え
ら
れ
、
こ
こ
ま
で

や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

藤
本
さ
ん
は
、
昭

和
47
年
に
造
幣
局
に

入
局
。
貨
幣
部
貨
幣

課
作
業
長
を
務
め
、

長
年
に
わ
た
り
貨
幣

の
製
造
に
従
事
。
藤

本
さ
ん
は
「
受
章
す

る
と
は
思
わ
ず
、
た

だ
た
だ
驚
き
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。
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　白旗地区（芝原）・乙女地区（田口）の災害公

営住宅で、２月1日（金）から入居が開始されま

す。

　災害公営住宅は、平成28年４月に発生した熊

本地震の被災者支援および震災からの創造的復興

のため、「くまもとアートポリス」の参加事業と

して、昨年４月に着工。甲佐地区（豊内）に30戸、

乙女地区に12戸、白旗地区に10戸の、合計52戸

の整備を進めています。

　12月28日（金）白旗地区で行われた住宅の内

覧会には、入居者や奥名克美町長、県の関係者な

どが参加し、新しい住宅を見学。住宅には木材を

活用し、ユニバーサルデザインに配慮。居住者間

や地域住民とのコミュニケーションを図りやすい

よう工夫されています。

　甲佐地区の災害公営住宅30戸は、３月に完成

する予定です。甲佐地区には、災害公営住宅のほ

か子育て支援住宅や防災公園の一体的な整備を実

施しており、子育て支援住宅は今夏の完成を目指

しています。

　昨年11月17日（土）熊本市で、第28回グ

レンツェンピアノコンクール熊本大会本選が

開催され、幼児Ａコースに出場した米村真子

さん（岩下一区）が準優秀賞を受賞しました。

　同コンクールは、予選・本選が全国で開催

され、延べ４万人が出場するピアノコンクー

ルで、グレンツェンピアノ研究会が主催。米

村さんは、３月に福岡県で開催される九州地

区大会に出場します。

　米村さんは「金賞が目標です。楽しく弾き

たいです」と目標を話しました。

九州大会に出場　　　　

ピアノコンクールで米村さん（岩下一区）

▲ピアノコンクールで九州地区大会に出場する米村さん

復興に向けた新たな一歩　　

白旗地区、乙女地区で災害公営住宅の入居開始

▲２月１日（金）に入居が開始される白旗地区の災害公営住宅（10戸）。
　乙女地区（12戸）でも同日入居が開始されます。

　

１
月
27
日
（
日
）
清
正
公
山
で
、

第
16
回
『
新
甲
佐
町
史
』
歴
史
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
研
修
会
は
、
平
成
25
年
刊
行
の

『
新
甲
佐
町
史
』
を
用
い
て
、
本
町

の
今
と
昔
を
考
え
成
り
立
ち
を
追
う

こ
と
を
目
的
に
、
町
教
育
委
員
会
が

主
催
。
今
回
は
「
春
を
探
し
に
・
清

正
公
山
散
策
」
と
題
し
、
元
町
史
編

集
委
員
で
生
物
編
担
当
の
中
田
裕
一

さ
ん
（
自
然
観
察
指
導
員
）
を
講
師

に
、
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
参
加
者
た
ち
が
里

山
を
歩
き
な
が
ら
自
然
を
観
察
。
中

田
さ
ん
か
ら
草
花
の
特
徴
を
学
び
な

が
ら
清
正
公
山
の
豊
か
な
自
然
に
触

れ
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
訪
れ
る
春

の
足
音
を
感
じ
ま
し
た
。

里山で春の足音に触れる

１月27日（日）『新甲佐町史』歴史研修会

▼

春
の
準
備
を
し
て
い
る
草
木
を
学
び
な
が
ら
散
策
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人
権
教
育

甲佐町人権教育推進協議会（町教育委員会社会教育課内）　TEL096‒234‒2447( 内線324)

■
２
月
23
日
（
土
）
甲
佐
町
人
権
教

　
育
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　

甲
佐
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
（
蔵

田
勇
治
会
長
）
で
は
、
住
民
な
ど
に
同

和
問
題
や
人
権
問
題
に
対
す
る
意
識
を

持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
た

｢

平
成
30
年
度
甲
佐
町
人

権
教
育
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
目
指

　
し
て

　

す
べ
て
の
住
民
が
心
豊
か
に
暮
ら
す

た
め
に
は
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し

合
い
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
目
指

す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
特
に
同
和
問
題
を

人
権
問
題
の
柱
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の

完
全
解
決
を
目
指
す
と
と
も
に
差
別
意

識
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

講
演
会
に
参
加
し
て
お
互
い
の
交
流

を
深
め
る
と
と
も
に
、
人
権
問
題
を
自

ら
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
正
し
い
認

識
と
理
解
を
深
め
て
そ
の
問
題
の
解
決

に
向
け
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
開
催
日
時

　

２
月
23
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
正
午

※
受
付
は
午
前
９
時
30
分
〜

●
会
場

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

●
講
演
会

・
講
師

　

南
関
第
三
小
学
校　

森
山
資
典
校
長

・
演
題

　

「
な
か
ま
を
つ
く
る
部
落
に
生
ま
れ

　

て
」

●
共
催

　

町
、
町
教
育
委
員
会

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
佐
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

　

（
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

　

（
内
線
３
２
４
）

町
議
会
議
員
選
挙

町選挙管理委員会（町総務課内）　TEL096‒234‒1140( 内線222)

■
あ
な
た
の
１
票
が
町
を
つ
く
る

　

２
月
17
日
（
日
）
は
、
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　

選
挙
は
、
有
権
者
が
政
治
に
参
加
す

る
最
大
の
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、
国

民
の
権
利
で
あ
り
、
責
務
で
も
あ
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
で
き
る
日
は
、
期
日
前
投
票
日

を
合
わ
せ
る
と
５
日
間
あ
り
ま
す
。
投

票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期

日
前
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
告
示
日

　

　

2
月
12
日
（
火
）　

●
投
票
日

　

2
月
17
日
（
日
）

●
投
票
時
間

　

午
前
7
時
〜
午
後
6
時

●
投
票
で
き
る
人

　

平
成
13
年
2
月
18
日
以
前
に
生
ま
れ
、

引
き
続
き
3
か
月
以
上
町
内
に
居
住
し

て
い
る
人

●
準
備
物

　

入
場
券 

■
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
期

　
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で

投
票
で
き
な
い
場
合
は
、
投
票
日
前
に

投
票
が
で
き
ま
す
。

●
期
日
前
投
票
の
期
間

　

2
月
13
日
（
水
）
〜
16
日
（
土
）

※
土
曜
日
も
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
期
日
前
投
票
の
投
票
時
間

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

●
期
日
前
投
票
の
投
票
場
所

　

町
役
場
2
階
会
議
室

●
期
日
前
投
票
の
準
備
物

　

入
場
券

※
お
手
元
に
届
い
て
い
る
と
き
は
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。

■
長
期
間
町
内
に
不
在
の
人
は
不
在

　
者
投
票
が
で
き
ま
す

　

町
内
に
長
期
不
在
の
た
め
、
期
日
前

投
票
が
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
郵
便
に

よ
る
手
続
き
な
ど
日
数
を
要
し
ま
す
。

不
在
者
投
票
を
希
望
す
る
人
は
、
お
早

め
に
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

２ 月17日（ 日 ） は
町議会議員選挙投票日

選 挙 で の 投 票 は 町 民 の 権 利 と 責 務 で す

２月23日（土）開催
甲佐町人権教育講演会

多 く の 皆 さ ん の ご 参 加 を お 待 ち し て い ま す
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国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096‒234‒1113（内線106）

■
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

　
人
は
、
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す

　

国
民
健
康
保
険
は
、
所
得
に
よ
っ
て

国
民
健
康
保
険
税
の
額
や
医
療
費
の
自

己
負
担
限
度
額
な
ど
を
計
算
し
ま
す
。

　

国
保
被
保
険
者
で
前
年
中
（
１
月
〜

12
月
）
の
収
入
が
な
い
人
や
収
入
が
障

害
年
金
・
遺
族
年
金
の
み
の
人
も
、
必

ず
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
申
告
を
し
な
い
と
国
保
税
の
軽
減

　
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

　

国
保
に
は
、
所
得
額
に
よ
っ
て
国
保

税
が
軽
減
さ
れ
る
措
置
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
申
告
を
し
な
い
と
所
得
の
額

が
分
か
ら
な
い
た
め
、
国
保
税
の
軽
減

措
置
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
医

療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
判
定
も
、
所

得
額
に
応
じ
て
行
わ
れ
ま
す
。
仮
に
収

入
が
何
も
な
く
て
も
、
申
告
を
し
な
い

と
正
し
い
判
定
が
で
き
ず
、
医
療
機
関

で
の
窓
口
負
担
が
高
額
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
が
確
定

　
申
告
に
使
用
で
き
ま
す

　

町
か
ら
配
布
し
て
い
る
「
医
療
費
の

お
知
ら
せ
」
は
、
確
定
申
告
の
医
療
費

控
除
の
手
続
き
で
医
療
費
の
明
細
書
と

し
て
使
用
で
き
ま
す
。

　

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
使
用
し

て
医
療
費
控
除
を
計
算
す
る
場
合
、「
患

者
負
担
額
」
を
も
と
に
計
算
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の

が
あ
る
場
合
や
、
実
際
に
負
担
し
た
額

が
異
な
る
場
合
は
、
控
除
額
が
変
わ
る

こ
と
も
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
期
間
内
に
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

　

申
告
期
間
は
毎
年
２
月
中
旬
か
ら
３

月
中
旬
ま
で
で
す
。
期
間
内
に
申
告
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
国
保
の
適
正
な
運

営
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、

町
税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　

（
内
線
１
１
５
）

国保被保険者の皆さん
所得の申告を忘れずに

国保イメージキャラクターの上白石萌歌さん

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096‒234‒1113 （内線104）　

■
納
付
済
期
間
が
満
た
な
い
場
合
に

　
任
意
加
入
で
受
取
額
を
増
や
せ
ま
す

　

２
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料
を
ま

と
め
て
納
め
る
「
２
年
前
納
」
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、
毎
月
納
付
す
る
場
合

に
比
べ
、
２
年
間
で
１
５
，
０
０
０
円

程
度
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
よ
り
、
こ
れ
ま
で

の
口
座
振
替
に
加
え
、
新
た
に
現
金
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
２
年

前
納
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
後
も
前
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、

再
度
申
出
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
平
成
30
年
度
の
割
引
額

　

口
座
振
替
２
年
前
納
の
割
引
額
は
、

１
５
，
６
５
０
円
、
現
金
お
よ
び
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
２
年
前
納

の
割
引
額
は
１
４
，
４
２
０
円
で
す
。

※
保
険
料
額
は
厚
生
労
働
省
告
知
に
よ

　

り
確
定
し
た
金
額
で
す
。

※
（
か
っ
こ
内
）
は
毎
月
納
め
る
場
合

　

と
比
較
し
た
割
引
額
で
す
。

●
口
座
振
替
に
よ
る
保
険
料
額
と
割
引
額

・
６
カ
月
前
納　

９
６
，
９
３
０
円

　
　
　
　
　
　

  　

（
１
，
１
１
０
円
）

・
１
年
前
納　

１
９
１
，
９
７
０
円

　
　
　
　
　
　

     

（
４
，
１
１
０
円
）

・
２
年
前
納　

３
７
７
，
３
５
０
円

　
　
　
　
　
　

  

（
１
５
，
６
５
０
円
）

※
実
際
に
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る

　

金
額
は
、
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座

　

振
替
額
通
知
書
」
に
て
ご
確
認
を
お

　

願
い
し
ま
す

●
現
金
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

　
付
に
よ
る
保
険
料
額
と
割
引
額

・
６
カ
月
前
納　

９
７
，
２
４
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
（
８
０
０
円
）

・
１
年
前
納　

１
９
２
，
６
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

  

（
３
，
４
８
０
円
）

・
２
年
前
納　

３
７
８
，
５
８
０
円

　
　
　
　
　
　

  

（
１
４
，
４
２
０
円
）

※
実
際
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
立
替

　

納
付
さ
れ
る
金
額
は
「
国
民
年
金
保

　

険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
額
通
知
書
」

　

に
て
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

国 民 年 金 保 険 料
２年前納制度のご案内

詳しくは町住民生活課にお問い合わせください



Library

町生涯学習センター図書室からの２月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間
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�町生涯学習センター図書室

TEL096-234-2447（内線331）

平安時代、「童」と呼ばれる者

たちがいた。彼らは、鬼、土蜘

蛛、山姥などと呼ばれ、京人か

らさげすまれていた。一方、父

と故郷を奪った京人に復しゅう

を誓った越後生まれの桜暁丸は、

さまざまな出会いを経て、童た

ちとともに朝廷軍に決死の戦い

を挑むが…。魅力的な登場人物

たちの、差別に挑む誇り高き生

き様に胸が熱くなる物語です。

角川春樹事務所

小説

平安時代、差別に挑んだ誇り高き者たちの物語

今村 翔吾著 /『童の神』

５人の女子アスリートの感動ノンフィクション

田中 充編 /『カーリング女子』

次世代へ伝えたい日本料理のすばらしさ

鈴木 登紀子著 /『ばぁばの100年レシピ』

「お料理の才覚があれば、どん

なときでも心豊かに暮せます。」

ばぁばこと、日本料理研究家の

鈴木登紀子さんが、日本料理の

すばらしさを若い人に伝えたい

という切なる思いから生まれた

１冊。NHK「きょうの料理」へ

の出演40年を超える著者が、お

ひたし、お吸い物、煮物といっ

た日本料理の定番のレシピや、

四季の献立を紹介しています。

成美堂出版

教養娯楽

はじまりは「献血」だった。俳

優の木下ほうかがつづる骨髄提

供体験記。入院から退院までの

4日間を、写真を交えて伝える

とともに、現在の骨髄バンクの

現状と問題にも触れています。

分かりやすい Q ＆ A も掲載。

骨髄提供時のことが事細かに書

かれていて、ドナー登録、骨髄

提供について改めて考えるきっ

かけとなる１冊です。

辰巳出版

一般書

個性派俳優がつづる骨髄提供体験記

木下 ほうか著 /『僕が骨髄提供をした理由』

ピョンチャン冬季オリンピック。

日本代表の LS 北見のメンバー、

本橋麻里・吉田知那美・鈴木夕

湖・藤澤五月・吉田夕梨花は、

結成８年目での初のオリンピッ

ク出場で、日本カーリング史上

初の銅メダルを獲得した。長く

苦しい戦いを励まし合って乗り

越えてきた、５人の女子アス

リートたちの足跡を描く感動の

ノンフィクションです。

汐文社

児童書

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　図書室では、毎月第２木曜

日に「０歳児からのおはなし

会」を行っています。絵本の

読み聞かせや、手袋人形、わ

らべうたなど楽しい内容です。

　子育て中の保護者のみなさ

ん、おじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお気

軽にご参加ください。

■日時　２月14日（木）

　　　　午前10時30分～

■会場　図書室おはなしのへや
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～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『さよなら、田中さん』（鈴木 るりか著）

村上 律子さん

〔緑町区〕

今月の案内人

田中花実は小学６年生。ビンボーな母
子家庭だけれど、花実とお母さんを中
心とした日常を、時に可笑しく、時に
はホロッと泣かせる筆致で描ききる。

��������������
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　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
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■もし自分が家族や当事者であった

　ら、と考えたことがありますか ?

　ハンセン病とは、感染力が極めて

弱い細菌による感染症です。現在、

日本での感染・発症は実質的にゼロ

といえます。すぐれた治療薬により、

障がいを残すことなく外来治療で完

治します。後遺症として外見的な変

形が残る場合があるため、いつまで

も病気のままだと思われがちですが、

完治後に感染することはありません。

Q1　どんな課題がありますか ?

●病気やハンセン病回復者等に対し

　ての偏見や差別

　患者の隔離を定めた「らい予防

法」は平成８(1996) 年に廃止され

ましたが、90年にも及ぶ誤った施

策により、社会の中に強められた偏

見や差別は根強く残されています。

　本県においては、国立療養所菊池

惠楓園の入所者に対するホテル宿泊

拒否事件が起きた際に、被害者であ

るはずの入所者自治会に対して、誹

謗・中傷の手紙や FAX が多数送り

付けられました。　

●隔離政策により起きた人権侵害　

・ハンセン病患者を県からなくす　

　「無らい県運動」が、官民一体と

　なって行われました。

・ハンセン病療養所内において、退

　所も外出も許可されず、職員不足

　などを補うため、看護、耕作など

　の作業を強いられました。

・療養所長に懲戒検束権が与えられ、

　所内に監禁室が設置されました。

・裁判が、ハンセン病を理由に裁判

　所ではなく、特別法廷で行われま

　した。

・療養所内で、結婚の条件として断

　種や人工妊娠中絶が行われました。

・家族に対する偏見や差別を恐れ、

　療養所内では偽名を名乗ることを

　余儀なくされました。

　～熊本県人権情報誌

　　「コッコロ通信　vo1.36」より～

Public Hall

町公民館からのお知らせと話題

Human Rights

人権 ～心豊かに暮らすために～

�����������������
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　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　

12

月
20

日
（
木
）
町
農
業
研

修
セ
ン
タ
ー
「
ろ
く
じ
館
」
で
、

「
シ
ニ
ア
世
代
の
講
座
」
で
正

月
飾
り
「
ス
ワ
ッ
グ
」
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
の

村
上
光
治
さ
ん
（
下
豊
内
区
）
。

毎
年
人
気
の
講
座
で
、
20

人
が

受
講
し
ま
し
た
。　

　

ス
ワ
ッ
グ
と
は
、
し
め
飾
り

を
ア
レ
ン
ジ
し
た
お
し
ゃ
れ
な

飾
り
で
す
。
松
、
シ
ダ
、
松

ぼ
っ
く
り
、
キ
ン
カ
ン
な
ど
を

ベ
ー
ス
の
し
め
縄
に
ワ
イ
ヤ
ー

で
留
め
て
い
き
ま
す
。
し
っ
か

り
固
定
し
な
い
と
ず
れ
落
ち
た

り
す
る
の
で
、
な
か
な
か
思
い

通
り
に
い
か
ず
講
師
の
村
上
さ

ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
仕

上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
出
て
素

敵
な
ス
ワ
ッ
グ
が
出
来
ま
し
た
。

　

1

月
7

日
（
月
）
「
く
る
み

ク
ラ
ブ
」
（
放
課
後
児
童
健
全

育
成
ク
ラ
ブ
）
で
、
た
こ
作
り

を
し
ま
し
た
。

　

お
正
月
の
遊
び
を
体
験
し
て

も
ら
う
た
め
、
児
童
16

人
が
挑

戦
。
手
軽
に
短
い
時
間
で
で
き

る
よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
ス

ト
ロ
ー
を
使
っ
た
た
こ
を
、
説

明
に
沿
っ
て
１
つ
ず
つ
自
分
た

ち
で
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

1

年
生
が
分
か
ら
な
い
と
き
は

上
級
生
が
手
伝
い
な
が
ら
、
仲

良
く
進
め
ま
し
た
。

　

作
り
終
わ
る
と
全
員
で
運
動

場
に
出
て
、
た
こ
揚
げ
を
し
ま

し
た
。
自
分
の
た
こ
を
大
空
に

飛
ば
そ
う
と
運
動
場
い
っ
ぱ
い

に
走
り
、
着
て
い
る
上
着
を
脱

い
で
楽
し
み
ま
し
た
。
風
に

乗
っ
て
た
こ
が
揚
が
る
た
び
に

大
声
で
「
揚
が
っ
た
、
揚
が
っ

た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ス
ワ
ッ
グ
作
り
に
挑
戦

町
公
民
館
主
催
講
座

児
童
が
た
こ
作
り

町
公
民
館
自
主
講
座

▲講師の村上さんにアドバイス

をもらいながら制作

▲参加した児童は熱心に凧を作

りました

▲

町公民館からのお知らせ

第22回甲佐町公民館大会

●開催日時

　３月２日（土）

　午前９時10分　開会

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●実践発表

　西寒野区自主防災活動事例発表

　こうさんもん元気活動推進事業

の発表

●講演

・講師　熊本県教育委員会

　　　　井芹護利社会教育課長

町内公民館関係者および町民の皆

さんの多くのご参加をお待ちして

います。

Public Relations KOSA
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❖
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
ご
用
心

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
暦
の
上
で
は
「
立
春
」
を
迎
え

る
２
月
で
す
が
、
寒
さ
が
厳
し
い
こ
の

時
期
。
今
月
は
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

❖
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
っ
て
、

　
ご
存
知
で
す
か
？

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
急
激
な
環

境
温
度
の
変
化
に
よ
っ
て
、
血
圧
が
大

き
く
変
動
す
る
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し

て
起
こ
る
、
健
康
被
害
の
総
称
で
す
。

失
神
、
不
整
脈
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞

を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
、
命
を
落
と

す
危
険
も
あ
り
ま
す
。
特
に
冬
場
の
入

浴
時
は
、
こ
の
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」

を
起
こ
し
や
す
い
の
で
す
。

　

消
費
者
庁
に
よ
る
と
、
高
齢
者
の
事

故
の
う
ち
、「
入
浴
中
の
事
故
」
は
「
交

通
事
故
」
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
て
、

そ
の
件
数
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
９
割
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者

の
事
故
で
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

❖
ど
う
し
て
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」

　
が
起
こ
る
の
か

　

浴
室
で
の
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ

る
原
因
は
、
主
に
次
の
２
点
で
す
。

①
寒
い
脱
衣
所
で
服
を
脱
ぎ
、
寒
い
浴

　

室
へ
入
る

　

服
を
脱
ぐ
こ
と
で
、
体
温
が
奪
わ
れ

て
血
管
が
収
縮
し
、
血
圧
が
急
激
に
上

が
り
ま
す
。

②
温
か
い
湯
船
に
入
る

　

今
度
は
逆
に
体
が
温
ま
る
こ
と
で
、

血
管
が
拡
張
し
、
血
圧
が
急
激
に
下
が

り
ま
す
。

　

こ
の
、
血
圧
の
「
急
激
」
な
変
化
が

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
の
要
因
で
す
。
先
ほ

ど
、
高
齢
者
の
方
の
事
故
が
多
い
と
い

う
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

・
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
な

　

ど
、
動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
が
あ
る
方

・
肥
満
や
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
、
不

　

整
脈
な
ど
が
あ
る
方

　

に
つ
い
て
も
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
の

影
響
を
受
け
や
す
い
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
右
記
以
外
の
普
段
持
病

も
な
く
健
康
な
方
で
も
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

❖
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
防
ぐ
た
め

　
に
で
き
る
こ
と

①
入
浴
前
に
、
脱
衣
所
と
浴
室
を
温
め

　

て
お
く

　

あ
ら
か
じ
め
脱
衣
所
を
温
め
て
お

く
、
浴
室
も
シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
の
蒸
気

で
温
め
て
お
く
な
ど
、
温
度
の
変
化
を

小
さ
く
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
湯
船
に
つ
か
る
前
に
、
か
け
湯
で
体

　

を
温
め
る

　

寒
い
の
で
す
ぐ
湯
船
に
入
り
た
い
気

持
ち
は
分
か
り
ま
す
が
、
シ
ャ
ワ
ー
や

か
け
湯
を
し
て
、
徐
々
に
体
を
温
め
て

か
ら
入
り
ま
し
ょ
う
。

③
湯
船
の
温
度
は
41
℃
以
下
、
入
浴
は

　

10
分
以
内
と
す
る

　

熱
い
お
湯
に
つ
か
る
こ
と
、
長
時
間

お
湯
に
つ
か
る
こ
と
で
体
温
が
上
昇
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
湯
温
は
41

℃
以
下
、

入
浴
時
間
は
10

分
以
内
を
目
安
と
し
ま

し
ょ
う
。

④
入
浴
前
後
に
は
水
分
補
給
を

　

脱
水
を
避
け
る
た
め
、
し
っ
か
り
水

分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
飲
酒
後
や
、
食
後
す
ぐ
の
入
浴
は
控

　

え
る

　

ア
ル
コ
ー
ル
や
食
事
は
、
一
時
的
に

血
圧
を
下
げ
ま
す
。
特
に
飲
酒
後
は
入

浴
中
の
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
る

た
め
、
控
え
ま
し
ょ
う
。

⑥
家
庭
内
の
「
見
守
り
体
制
」
を
つ
く
る

　

高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
方
は
特
に
、

入
浴
前
に
家
族
へ
一
声
か
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
普
段
よ
り
入
浴
時
間
が
長

い
と
感
じ
る
際
は
声
を
か
け
る
な
ど
、

見
守
り
体
制
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

温
度
差
の
大
き
い
場
所
が
あ
れ
ば
、

断
熱
・
防
寒
対
策
が
で
き
る
と
よ
り
い

い
で
す
ね
。
寒
い
冬
を
元
気
に
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

寒
い
冬
の
入
浴
時
に
は
、
ヒ
ー
ト

シ

ョ

ッ

ク

に

注

意

し

ま

し

ょ

う

Health

町総合保健福祉センターからのお知らせ

あ
ゆ
み
だ
よ
り

入浴 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

ヒートショックは冬場の入浴時に

起こしやすく、特に 65 歳以上の

高齢者は注意が必要です。入浴前

には脱衣所と浴室を温めたり、湯

船につかる前にかけ湯をしたりし

てヒートショックを防ぎ、寒い冬

を元気に乗り切りましょう。

高倉 美保 保健師
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Smile

わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care

２月の子育て支援カレンダー

�����������������

���������������

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

２・３月の保健活動

����������������

� ������

　　２月21日（木）　午前９時

　　３月18日（月）　午前９時

� ������

　　２月21日（木）　午前10時

　　３月18日（月）　午前10時

� ��������

　　２月１日（金）　午前９時30分

� ��������

　　３月12日（火）　午後１時

� ������������

　　２月22日（金）　午前９時20分

� �����

　　３月12日（火）　午後１時20分

�甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

１日（金） 豆まき

４日（月） お雛様作り

６日（水） お散歩（園周辺）

８日（金） 親子で読書

13日（水） バレンタインチョコ作り

15日（金） ぬり絵

18日（月） けん玉作り

20日（水） お誕生会（要予約）

22日（金） ブロック遊び

25日（月） お絵かき

27日（水） 絵合わせ遊び

 育児相談（電話・面接）

 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育

 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

�甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�竜野保育園 TEL096-234-0519

16日（土） 発表会

20日（水） お誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

　

奥名 穂
ほ の み

乃美 ちゃん（１歳）

 父・宏紀 さん　母・美樹 さん

　（八丁区）

　　すくすく元気いっぱい

　　　　　　大きくなってね

　

山下 叶
の あ

愛 ちゃん（１歳）

 父・賢祐 さん　母・夏美 さん

　（有安区）

　　　すくすく元気に

　　　　　　成長してね

　

北里 真
ま な か

那迦 ちゃん（１歳）

 父・雄秀 さん　母・春香 さん

　（緑町区）

　　　元気にスクスク

　　　　　大きくなーれ
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　今回は、筋力トレーニングマシン

「アダクション＆アブダクション」

をご紹介いたします。

　このマシンで鍛えることができる

筋肉は、中殿筋・内転筋群（太もも

内側の筋肉）です。

　中殿筋は、

バランスを

取るときに

必要な筋肉

で す。 そ の

た め、 そ の

筋肉が細く

弱くなると

ふらつくこ

とが多くなり、転倒しやすくなりま

す。心当たりはないでしょうか。

　内転筋群は、太ももにある小さな

筋肉群ですが、骨盤の固定や姿勢の

維持、安定した歩行をするために大

変重要な筋肉です。脚の内側の筋肉

がたるんでくると、脚が太く見える

ことがあります。また、Ｏ脚になる

原因のひとつに、内転筋が弱くなる

ことがあげられます。

　「アダクション＆アブダクショ

ン」を使用し、転倒しにくい脚を目

指し、Ｏ脚にならない太ももから細

ももを目指しましょう。

Enterprise

甲佐町進出企業協議会だより

丸尾 賢亮さん

〔健康運動実践指導者〕

今月の講師

��������

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

Fitness Center

甲佐町フィットネスセンター

中 殿 筋 を 鍛 え て 転 倒 予 防！
内 転 筋 群 を 鍛 え て 太 も も か ら 細 も も へ！

▲トレーニングでの結果が出やすいマシ

ンとして好評です

アダクション＆アブダクション

��������

�甲佐町進出企業協議会���

　（町地域振興課内）

�TEL096-234-1154（内線234）

本町への進出企業のご紹介

■
手
延
べ
麺
だ
か
ら
こ
そ

　
で
き
る
美
味
し
さ
を
提
供

　

㈲
肥
後
そ
う
川
は
、
平
成
４

年
に
設
立
さ
れ
、
そ
う
め
ん
を

主
と
し
て
そ
ば
・
う
ど
ん
・
パ

ス
タ
麺
な
ど
の
製
造
、
販
売
を

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
も
っ
と
美
味
し
く
、
も
っ

と
健
康
」
を
理
念
と
し
て
、
独

自
の
手
延
べ
製
法
に
こ
だ
わ
っ

て
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
製

造
工
程
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
開
。
使
う
素
材
は
消
費
者
の

健
康
へ
の
配
慮
を
欠
か
さ
ず
、

化
学
調
味
料
も
無
添
加
で
す
。

　

地
域
貢
献
へ
の
想
い
か
ら
、

本
町
の
特
産
品
の
ニ
ラ
を
練
り

込
ん
だ
「
ニ
ラ
味
ラ
ー
メ
ン
」

も
開
発
製
造
さ
れ
て
お
り
、
店

舗
で
は
大
変
人
気
と
の
こ
と
。

　

従
業
員
の
募
集
も
、
パ
ー

ト
・
正
社
員
と
も
に
随
時
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

阪本 憲作
取締役専務

こだわりの麺づくり技術を生かして地域に貢献

品質管理課

福田 五月さん

労働生産性の向上を
職場全体で目指します

製造した麺に異物の混入や不

良品がないか、選別作業を行

う部門の主任をしています。

今後、作業が誰にでも簡単に

早くかつ確実にできる仕組み

を構築し、更なる効率化を目

指していきたいです。仕事も

人も面白く、休みの融通もき

くため働きやすい職場です。

平成13年から取締

役専務に着任。特

産品を練り込んだ

麺の商品化など、

企業活動を通して

甲佐町への地域貢

献を目指します。

事業所概要
■所在地　甲佐町大字早川2046番地1
■従業員　35人
■電話番号　096-234-0015
■ＵＲＬ　http://www.sougawa.com

有限会社 肥後そう川
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　１月19日（土）・20日（日）仁田

子の旧西村民俗資料館で、古民家改

修ワークショップ（第３回）が開催

されました。

　第１日は、古民家の構造やゆがみ、

それを整える先人の知恵や技などの

講話からスタート。次に格子壁を作

る際の作業台を製作しました。参加

者は、ノコギリやノミなどの道具の

使い方やコツを大工さんに教わりな

がら作業。失敗しても、大工さんか

ら手取り足取り教えてもらえるため、

初心者でも楽しく作業できました。

　第２日は、土壁の下地に使用する

竹割りの作業を実施しました。大工

さんや左官さんの説明を受けた後、

実際に竹割機を使って作業。太い竹

をあっという間に細い竹に加工でき

るため、歓声を上げながら作業しま

した。その後は格子壁の基本を教わ

り、ノミを使って真剣に木材を削り

ました。

　次回は、割った竹を編んでいく作

業などを実施します。見学だけでも

可能ですので、ぜひご参加ください。

Town Development

甲佐町まちづくり協議会

 Traditional House Renovation

古民家再生

��������

　町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線235）

■
街
中
を
散
策
・
回
遊
し

　
な
が
ら
分
散
す
る
客
室
へ

　

１
月
13

日
（
日
）
〜
14

日

（
月
）
空
き
家
を
利
活
用
し
た

宿
泊
事
業
の
先
進
地
・
兵
庫
県

篠
山
市
と
朝
来
市
へ
視
察
に
行

き
ま
し
た
。

　

篠
山
市
の
中
心
部
に
あ
る
篠

山
城
跡
の
周
辺
に
は
商
店
街
が

広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
城

下
町
ホ
テ
ル
が
分
散
化
し
て
点

在
。
客
室
が
点
在
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
フ
ロ
ン
ト
が
あ
る
棟

か
ら
街
中
を
散
策
・
回
遊
し
な

が
ら
客
室
に
向
か
う
仕
組
み
と

な
っ
て
お
り
、
古
い
建
物
を
生

か
し
た
カ
フ
ェ
や
雑
貨
店
な
ど

に
立
ち
寄
る
観
光
客
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

■
「
１
日
住
民
体
験
」
を
掲

　
げ
る
丸
山
集
落

　

６
世
帯
が
暮
ら
し
、
空
き
家

の
増
大
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た

篠
山
市
の
丸
山
集
落
は
、
空
き

家
を
改
修
し
、
１
棟
貸
し
の
宿

泊
施
設
「
古
民
家
の
宿
・
集
落

丸
山
」
を
運
営
。

宿
泊
者
に
対
し
て

「
１
日
住
民
体
験
」

を
掲
げ
、
フ
ロ
ン

ト
業
務
や
食
事
を

地
元
の
人
が
行
う

こ
と
で
地
域
と
の

距
離
感
が
近
く
、

都
市
住
民
と
体
験

交
流
な
ど
も
実
施
。

事
業
開
始
後
、
空

き
家
数
も
減
少
し
、

雇
用
が
で
き
た
こ

と
に
よ
る
Ｕ
タ
ー

ン
者
も
増
加
す
る

な
ど
の
効
果
が
表

れ
て
い
ま
し
た
。

▲城下町に空き家を改修した客室が分散している朝来市

��������

　町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線235）

「篠山城下町ホテル」と

「集落丸山」を体験してき

ました。篠山城下町ホテル

は城下の街並みと一緒にそ

の雰囲気や料理を楽しむこ

とができます。集落丸山に

は里山の空気や寒さを体で

感じることができ、また、

古き良き農村の人の温かさ

も感じることができます。

甲佐町を体感してもらえる

施設をつくりたいです。

土 壁 の 下 地 と な る
竹割り作業などを実施

甲佐町を体感してもらえる施設を

空

き

家

を

利

活

用

し

た

宿

泊

事

業

の

先

進

地
・

兵

庫

県

篠

山

市

な

ど

を

視

察

まちづくり協議会

吉橋 謙太郎さん

第４回古民家再生ワークショップ

【開催日】２月９日（土）・10日（日）

【内容】竹小舞・木ずり壁を作ってみよう

※事前申し込みが必要です。詳しくはお

　尋ねください

▲竹割機を使って竹を細く加工する作業

Public Relations KOSA
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755

●町民センター

　 TEL096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL096-282-1955

●御船警察署

　 TEL096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016

●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa.

　　kumamoto.jp/

　

町
で
は
、
２
０
１
９
・
２
０
２
０

年
度
に
発
注
す
る
「
建
設
工
事
」

「
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
」
「
物
品
購
入
」
「
業
務
委
託

等
」
の
競
争
入
札
参
加
者
資
格
審

査
申
請
書
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

・
定
期
受
付

　

２
月
28
日
（
木
）
ま
で

・
随
時
受
付

　

定
期
受
付
以
降
の
期
間

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除

　

き
ま
す

▼
提
出
方
法

・
持
参
す
る
場
合

　

町
総
務
課
財
務
係
（
庁
舎
2

階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
開
庁
日
の
午
前
9
時
か
ら
正
午

　

ま
で
、
午
後
1
時
か
ら
午
後
5

　

時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

・
郵
送
の
場
合
の
送
付
先

　

〒
８
６
１
‐
４
６
９
６

　

熊
本
県
上
益
城
郡
甲
佐
町
大
字

　

豊
内
７
１
９
番
地
４ 

　

甲
佐
町
役
場
総
務
課
財
務
係

※
受
付
印
が
必
要
な
方
は
、
返
信

　

用
は
が
き
な
ど
を
同
封
し
て
く

　

だ
さ
い
。

▼
入
札
参
加
期
間
の
有
効
期
間

・
定
期
受
付

　

４
月
１
日
（
月
）
〜
２
０
２
１

年
３
月
31
日
（
水
）

・
随
時
受
付

　

受
付
完
了
日
〜
２
０
２
１
年
３

月
31
日
（
水
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　

（
内
線
２
２
５
）

　

「
甲
佐
町
定
住
促
進
要
綱
」
は
、

町
内
外
居
住
者
を
問
わ
ず
、
40
歳

未
満
の
人
が
本
町
に
新
た
に
土
地

を
購
入
し
、
居
住
用
住
宅
を
建
設

し
て
入
居
し
た
場
合
（
建
売
取
得

し
入
居
し
た
場
合
も
含
む
）
に
助

成
す
る
制
度
で
す
。

　

本
要
綱
は
、
平
成
30
年
４
月
１

日
に
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
て
い

ま
す
。
対
象
者
は
、
期
限
ま
で
に

忘
れ
ず
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
主
な
改
正
内
容

　

対
象
者
の
条
件
の
１
つ
「
基
準

日
現
在
に
40
歳
未
満
の
者
で
、
か

つ
、
同
居
す
る
40
歳
未
満
の
配
偶

者
ま
た
は
20
歳
未
満
の
扶
養
親
族

を
有
す
る
者
」
に
つ
い
て
、
「
同

居
」
に
「
同
居
予
定
」
を
含
み
、

「
配
偶
者
」
に
「
婚
姻
の
予
約

者
」
を
含
む
よ
う
、
条
件
を
拡
大

し
ま
し
た
。

※
実
績
報
告
時
に
同
居
し
、
婚
姻

　

の
予
約
者
を
有
す
る
者
は
実
績

　

報
告
時
に
婚
姻
し
て
い
る
こ
と

▼
申
請
の
期
限

・
土
地
購
入
の
場
合

　

購
入
契
約
日
か
ら
３
年
以
内

・
建
売
取
得
の
場
合

　

所
有
権
移
転
登
記
日
か
ら
１
年

　

以
内

・
自
己
所
有
の
土
地
の
場
合

　

建
築
請
負
契
約
日
か
ら
１
年
以

　

内
▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　

（
内
線
２
３
４
）

　

注
目
の
「
金
栗
四
三
」
の
ふ
る

さ
と
に
、
「
い
だ
て
ん
大
河
ド
ラ

マ
館
（
玉
名
市
）
」
、
「
金
栗
四
三

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
（
和
水
町
）
が

期
間
限
定
で
オ
ー
プ
ン
し
、
県
内

外
か
ら
多
く
の
誘
客
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

金
栗
四
三
の
生
涯
や
そ
の
魅
力
に

触
れ
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

玉
名
市
・
和
水
町
・
南
関
町

　

大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」
地

　

域
振
興
協
議
会

日 曜 当 番 医

��� ��� ����

���� ��������� TEL������������

����� � � � � TEL������������

����� � � � � TEL������������

����� � � � � � � TEL������������

doctor

町税などの滞納処分（12月分）

��� �������

� � ��

� � � � � � � ���

� � � � ��

� � � ��

� � � � � � � � ��������

tax

ｉ

お
知
ら
せ

競
争
入
札
参
加
者
資
格
審
査

申

請

を

受

け

付

け

ま

す

「
甲
佐
町
定
住
促
進
要
綱
」

対
象
者
は
期
限
ま
で
に
申
請
を

「
日
本
マ
ラ
ソ
ン
の
父
の
ふ
る

さ
と
」
に
お
越
し
く
だ
さ
い

Public Relations KOSA
February 2019 18



Monthly Information

　

TEL
０
９
６
８
‐
５
７
‐
７
５
４
８

　

保
健
所
で
引
き
取
り
相
談
が
あ

る
犬
や
猫
の
多
く
は
、
生
ま
れ
て

間
の
な
い
子
犬
や
子
猫
で
す
。

　

犬
は
年
に
１
〜
２
回
、
猫
は
年

に
２
〜
３
回
妊
娠
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
望
ま
な
い
妊
娠
に
よ

る
不
幸
な
命
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
も
、
避
妊
去
勢
手
術
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
避
妊
去
勢
手
術

は
繁
殖
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、

犬
・
猫
自
身
の
病
気
の
予
防
や
ス

ト
レ
ス
軽
減
、
散
歩
時
の
マ
ー
キ

ン
グ
行
為
の
減
少
に
も
な
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
御
船
保
健
所

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

　

明
治
27
年
に
本
町
の
豊
内
で
生

ま
れ
た
清
村
勉
氏
の
展
示
が
、
沖

縄
県
名
護
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
展
示
に
際
し
て
は
、
名
護
市

よ
り
学
芸
員
2
人
が
調
査
の
た
め

に
来
町
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
展

示
案
内
が
名
護
博
物
館
よ
り
あ
り

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

遠
方
に
は
な
り
ま
す
が
、
郷
土

出
身
建
築
家
・
清
村
勉
氏
の
偉
業

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
展
示
名

　

「
風
土
建
築
家
・
清
村
勉
」
を

知
っ
て
い
る
？
〜
沖
縄
コ
ン
ク
リ
ー

ト
建
築
の
父
が
遺
し
た
も
の
〜

▼
開
催
期
間

　

２
月
24
日
（
日
）
ま
で

▼
開
催
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

▼
会
場

　

名
護
博
物
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
展
示
内
容

　

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
、
沖
縄
県
国
頭
郡
（
く
に
が

み
ぐ
ん
）
役
場
で
建
築
技
手
と
し

て
数
多
く
の
公
共
建
築
に
携
わ
っ

た
甲
佐
町
出
身
の
清
村
勉
氏
。
な

ぜ
彼
は
異
国
と
も
思
え
る
沖
縄
の

地
に
赴
き
、
当
時
の
最
新
建
築
素

材
で
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
建
築

に
と
り
い
れ
た
の
か
。
沖
縄
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
建
築
の
先
駆
者
・
清

村
勉
氏
の
軌
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
主
催 

　

名
護
博
物
館
（
沖
縄
県
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

　

（
内
線
３
２
２
）

事件・ 事 故 件 数

���
����

��� ���

���� � ��

���� �� ���

���� � �

12月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

��� ���� ����

� � � ���

� � � ���

� � � � ���

���� � ���

１月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

早川にあった廃寺「円福寺」に

ついて書こうと思います。

甲佐の人々は「小西行長にあま

りいい感情を持っていない」のだ

そうです。その理由は早川城主、

渡辺氏と関係があるかもしれない

と思います。

渡辺氏に関係する寺には西福寺

がありますが、それより前の永正

(えいしょう ) 年間 (1504 ～ 1521

年 )に建てられたのが、円福寺だっ

たのだそうです。これは、渡辺秀

邦が建立 (こんりゅう )した禅寺

で、住職の名は春蔵主 (しゅんぞ

うす )といい、舞の原の戦いに渡

辺氏と共に出陣し、討死したとい

います。

住職が亡くなった寺は、弟子

の善忠がそのまま引き継ぎました

が、その後、小西行長によりこの

地が治められることになり、小西

の家来が寺に移り住んだ際に寺を

壊し、屋敷を建てたということで

す。

また、早川には円福寺にあった

とされる一木造り (いちぼくづく

り )の阿弥陀如来像 (あみだにょ

らいぞう )が現在まで残り、町の

文化財にも指定されています。寺

が破壊されたにもかかわらず、

500 年以上にわたり村人を静かに

見守る姿に安堵さえ覚えます。

像の背面には、作った理由や年

月日 (永正 10(1513) 年 ) も書かれ

ています。

甲佐町の文化財探訪　
～第６５回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「廃寺 円福寺について」 石坂妙 町文化財保護委員（吉田区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（12月分）

��� ��� ���� ����

� � � � ������� ����� �������

� � � � ������ ������ ������

� � � � ����� ��� ����

� � ������� ����� �������

※単位・㌔ 

▶
円
福
寺
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
阿
弥

　

陀
如
来
像

ｅ

開
催

郷
土
出
身
・
清
村
勉
氏
の
展
示

を
沖
縄
県
名
護
博
物
館
で
開
催

ペ

ッ

ト

に

は

避

妊

去

勢

手

術

を
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Monthly Information

　

甲
佐
町
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、
「
梅
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

す
。
多
様
な
梅
の
花
を
は
じ
め
、

多
く
の
樹
芸
品
が
出
そ
ろ
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

▼
開
催
日
時

　

２
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

正
午

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
佐
町
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
４
８
５

　

上
益
城
消
防
組
合
で
は
、
甲
種

防
火
管
理
再
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
上
益
城
消
防
組

合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

２
月
22
日
（
金
）
午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時
40
分

▼
会
場

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

▼
受
講
申
込
期
限
　

　

２
月
15
日
（
金
）

▼
受
講
料

　

　

１
，
５
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
を
含
み
ま
す

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
益
城
消
防
組
合

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
５
５

　

松
橋
西
支
援
学
校
高
等
部
で
は
、

生
徒
へ
の
接
客
の
実
践
学
習
や
地

域
と
の
交
流
を
図
る
た
め
に
、
分

教
室
で
心
を
込
め
て
作
製
し
た
製

品
の
販
売
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
主
な
販
売
品

　

学
校
農
園
で
採
れ
た
新
鮮
な
季

節
の
野
菜
や
花
苗
、
革
製
品
（
小

銭
入
れ
、
キ
ー
ケ
ー
ス
、
コ
ー
ス

タ
ー
な
ど
）
、
紙
す
き
製
品
（
は

が
き
、
封
筒
な
ど
）

▼
日
時

　

２
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

午
後
２
時

▼
場
所

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
サ
・

エ
・
ラ

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

松
橋
西
支
援
学
校
高
等
部

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
０
４
０

　

㈲
せ
せ
ら
ぎ
で
は
楽
し
い
ふ
れ

あ
い
自
然
観
察
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

農
村
の
自
然
を
間
近
で
観
察
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
楽
し
い
ク
ラ
フ

ト
体
験
や
、
こ
ど
も
食
堂
も
あ
り

ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
お
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

２
月
９
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
会
場

　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
ほ
た
る

▼
参
加
費

　

３
０
０
円

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

㈲
せ
せ
ら
ぎ

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
５
５
１
１

　

風
と
土
の
会
で
は
、
た
つ
の
ふ

れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
（
甲
佐
フ
ッ
ト

パ
ス
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

竜
野
の
田
園
と
里
山
に
囲
ま
れ

た
空
気
の
き
れ
い
な
農
道
を
、
家

族
や
友
だ
ち
と
ゆ
っ
く
り
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
だ
ご
汁
な
ど
も
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
希
望
者
は
、
お
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

３
月
３
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
２
月

17
日
（
日
）
「
梅
ま
つ
り
」
開
催

ｅ

開
催

第25回ミニバレーボール大会結果

 Sports

た
つ
の
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

（
甲
佐
フ
ッ
ト
パ
ス
）
を
開
催

２
月
９
日
（
土
）
楽
し
い
ふ
れ

あ

い

自

然

観

察

会

を

開

催

●主催
　甲佐町バレーボール協会

　（芦原博幸会長）

●開催日
　11月21日（水）

●会場
　甲佐小学校体育館

▶
優
勝
し
た
あ
ゆ
の
里
Ａ

●大会成績
・優　勝　あゆの里Ａ

・準優勝　甲佐リハＡ

・敢闘トーナメント
　優　勝　城南の風

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
会
を

開

催

し

ま

す

２
月
９
日
（
土
）
松
橋
西
支
援

学
校
高
等
部
販
売
会
を
開
催

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツクラブ」

�������������

  ●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　������

����������������

●少年柔道

������������

��������������

●卓球

��������������

����������������

●サッカー教室

���������

��������������

���������

����� ���������

●バスケットボール教室

　������

��������������

●ジュニアバスケット教室

　������

��������������

●ノルディックウォーキング

　教室

  ������

��������������

�������

��������������

●トランポリン教室

　�������������

���������������

●女子サッカー教室

���������

����������������

■お問い合わせ先

��������������������

���������������

� TEL�������������������

������

���������������
����������������

�������������
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Monthly Information

▼
集
合
場
所

　

龍
野
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費

　

５
０
０
円

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

風
と
土
の
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
３
７
５
５

　

県
で
は
、
林
業
担
い
手
の
確

保
・
育
成
の
強
化
を
目
的
に
、
九

州
初
と
な
る
「
く
ま
も
と
林
業
大

学
校
」
を
４
月
に
開
校
し
ま
す
。

　

林
業
就
業
希
望
者
を
対
象
と
し

た
林
業
従
事
者
・
経
営
者
育
成

コ
ー
ス
の
長
期
課
程
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間

　

２
０
０
日
間

　

（
座
学
50
日
、
実
習
１
５
０
日
）

▼
実
施
場
所

●
県
北
校

・
座
学
拠
点

　

熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所

・
現
場
フ
ィ
ー
ル
ド

　

阿
蘇
・
上
益
城
地
域
を
中
心

●
県
南
校

・
座
学
拠
点

　

五
木
村
役
場

・
現
場
フ
ィ
ー
ル
ド

　

県
南
地
域
を
中
心 

▼
実
施
内
容

・
森
林
・
林
業
の
基
礎
お
よ
び
Ｉ

　

Ｃ
Ｔ
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
最
新

　

技
術
の
習
得

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
や

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
に
よ
る

　

能
力
開
発

・
林
業
に
必
要
な
資
格
の
習
得
な

　

ど
（
チ
ェ
ン
ソ
ー
、
車
輛
系
建

　

設
機
械
、
小
型
ク
レ
ー
ン
な

　

ど
）

▼
募
集
定
員

　

20
人
程
度

▼
募
集
期
間

・
一
般
選
考
（
後
期
）

　

２
月
１
日
（
金
）
〜
２
月
15
日

（
金
） 

※
一
般
選
考
（
前
期
）
の
募
集
は

　

終
了
し
て
い
ま
す

▼
授
業
料
　
無
料

※
就
業
給
付
金
の
活
用
が
可
能
で

　

す
▼
そ
の
他

　

受
講
に
あ
た
り
、
試
験
や
小
論

文
、
面
接
の
結
果
を
総
合
し
て
判

断
し
ま
す
。 

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
農
林
水
産
部
森
林
局
林
業
振

　

興
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
４
４

●
車
上
狙
い
に
注
意

　

車
上
狙
い
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

駐
車
す
る
と
き
は
、
わ
ず
か
な
時
間

で
も
必
ず
鍵
を
か
け
、
車
内
に
貴
重

品
な
ど
を
置
い
た
ま
ま
車
外
に
出
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

鍵
を
か
け
て
い
て
も
車
外
か
ら
貴

重
品
が
見
え
る
場
合
は
、
ガ
ラ
ス
を

割
っ
て
車
内
の
貴
重
品
を
盗
む
手
口

も
あ
り
ま
す
。

●
自
宅
や
学
校
で
も
必
ず
ロ
ッ
ク

　

２
つ
の
異
な
る
施
錠
を
す
る
２

ロ
ッ
ク
（
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）
が
自
転
車

を
盗
ま
れ
な
い
た
め
の
基
本
で
す
。

自
転
車
か
ら
離
れ
る
場
合
は
、
わ
ず

か
な
時
間
で
も
必
ず
鍵
を
か
け
ま

し
ょ
う
。

　

安
全
と
思
わ
れ
る
自
宅
の
敷
地
内

や
ア
パ
ー
ト
・
団
地
、
学
校
の
駐
輪

場
で
も
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
が
盗

ま
れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

駐
輪
す
る
と
き
は
、
ど
ん
な
場
所
で

も
し
っ
か
り
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

ご支援ありがとうございました

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

��������

�� TEL�������������������

ｃ

く
ら
し
安
全

車

上

ね

ら

い

に

ご

注

意

く

だ

さ

い

「キッズプログラミング体験講座」受講者募集

 Event

�����������
�����������
�����������

▶����������

������������

・樋口なおみ様　京都府　

・山本由佳莉様　益城町

・宇田川智子様　神奈川県

・大和田雅信様　岩手県

・亀谷　政輝様　愛知県

・菱川　高志様　愛知県

・金澤　憲吾様　東京都

・井元　幸司様　福岡県

・西野　雅博様　滋賀県　

・笠原　和生様　岡山県

・高橋　智和様　東京都

・古荘タヨ子様　菊池市

・村岡　健一様　埼玉県

・長野　友政様　埼玉県

・増田　照男様　奈良県

・佐藤　英徳様　合志市

・古閑　裕也様　愛知県　

・住江　一孝様　宮崎県

・木村　　敬様　東京都

・中川　博文様　熊本市

・與那嶺　修様　沖縄県

・木村　幸弘様　神奈川県

・立花　玲子様　兵庫県

・中村　琢司様　東京都

・高村　栄夫様　東京都

・山下　健一様　大阪府

・溝渕　智則様　高知県

・川端　克裕様　東京都

・神崎　隆史様　神奈川県

・久米　高生様　東京都

・古賀　智彦様　東京都

・竹岡　由理様　東京都

・山田　寿和様　愛知県

▶������������

�����14,655,000円

　　　　（12月31日現在）

小学校で必修化されるプログラミング教育。どんなものか、何ができるのか

体験してみませんか ?

��������������　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

■日　時　３月３日（日）午前 10時～正午　　■会　場　町生涯学習センター視聴覚室

■対象者　保護者同伴で参加できる小学生　　■参加料　1,000 円

※プログラミングに使用するタブレットは準備しますので必要ありません。

「������」こうさんもん No. ２
��������������������

　▶�������������

�� TEL ������������

ｒ

募
集

「
く
ま
も
と
林
業
大
学
校
」

を

開

校

し

ま

す
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１月22（火）白旗仮設団地で行われた白旗小学校のもちつき。甲佐高校の生徒も参加しました。　

﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

息
子
と
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
市
内
ま
で
酢
豚
を
食
べ
て

こ
の
年
偲
ぶ 

赤
星　

文
子

平
成
の
戌い
ぬ

を
送
り
て
亥い

を
迎
え
災
い
無
き
年
わ
れ
は

願
え
り 

緒
方　

明
美

ひ
と
り
旅
し
た
こ
と
も
な
い
夫
は
今
遠
い
旅
路
の
支

度
し
て
い
る 

塚
原　

暁
益

闘
病
に
明
け
暮
れ
し
夫
と
大
み
そ
か

晦
日
に
は
平
成
最
後
の

除
夜
の
鐘
き
く 

池
田
キ
ヨ
子

去
る
年
を
惜
し
み
つ
つ
観
る
「
紅
白
」
は
集
う
家
族

を
ひ
と
つ
心
に 

吉
永
由
紀
子

遠
き
山
今
朝
も
真
白
き
雪
化
粧
清
し
き
姿
日
々
に
観

せ
お
り 

上
村
や
す
美

う
た
た
ね
の
短
き
夢
に
亡
き
父
と
母
と
姉
と
が
ほ
ほ

笑
み
て
を
り 

内
田
乃
武
子

庭
先
に
凛
と
咲
き
た
る
白
梅
は
人
の
心
に
永
久
に
咲

き
し
か　

 

白
梅　

武
人

和
み
た
る
年
で
有
り
た
し
野
仏
は
初
日
の
な
か
に
微

笑
み
賜
う 

渡
辺　

幸
士 　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

つ
ま
ら
ん　

絶
対
駄
目
て
云
わ
っ
さ
ん 

広
田
み
ど
り

つ
ま
ら
ん　

ゴ
ル
フ
カ
ラ
オ
ケ
丸
で
駄
目 

下
山　

千
恵

つ
ま
ら
ん　

い
つ
ま
で
続
く
カ
バ
ン
持
ち 

志
垣　
　

光

つ
ま
ら
ん　

持
っ
て
る
金
は
活
か
さ
に
ゃ
ん 

佐
藤　
　

葵

つ
ま
ら
ん　

何
の
為
教
育
し
た
か 

平
井
や
よ
い

つ
ま
ら
ん　

三
振
は
す
る
エ
ラ
ー
す
る 

長
原　

産
賀

つ
ま
ら
ん　

人
の
噂

う
わ
さ

は
真
に
受
け
ん 

佐
野
し
ょ
う

つ
ま
ら
ん　

一
人
熱
燗
鍋
料
理 

光
永　
　

六

つ
ま
ら
ん　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
騙
か
さ
れ 

井
元
あ
ざ
み

つ
ま
ら
ん　

話
題
は
い
つ
も
孫
自
慢 

日
高　

美
里

つ
ま
ら
ん　

二
番
煎
じ
じ
ゃ
皆
聴
か
ん 

上
田　

梅
清

つ
ま
ら
ん　

好よ

か
飲
屋
迄
梯
子
酒 

日
隈　

元
良

つ
ま
ら
ん　

手
酌
で
酔
う
た
日
曜
日 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

如
月 

〜

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

Public Relations KOSA
February 2019 22



ひ と の 動 き （敬称略）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

こうさの野菜で作ってみよう！

 住　所 氏　名     性別  保護者

船　津　稲葉　美
み ゆ

結　女　　司　

上早川　溜渕　欄
ら ん ま る

丸　男　一　治 

横　田　上野　叶
か な み

実　女　大　輔 

仁田子　岩下　一
か ず き

騎　男　祐　輝 

　

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,054 △３

女 5,599 △９

計 10,653 △12

世帯数 4,266 △１

平成30年12月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名   年齢  世帯主

津志田　清村タツメ　90　タツメ

中　山　西坂ミチ子　77　ミチ子

東寒野　淵上ハツコ　100　レイ子

西寒野　向山　正春　69　太　一

糸　田　松野理一郎　89　 　子

仁田子　吉田トシ子　98　千枝子

安　平　山下　敏子　92　敏　子

麻生原　松岡　　繁　78　代生子

有　安　野仲　サヱ　98　重　敏

12月11日（火）～１月10日（木）

ご結婚おめでとう
marriage

［

［

［
作り方

①お米を研いでザルに上げてお

きます。

②いり豆でも、もう一度いり直

しましょう。もしいり豆が手

に入らなかったら、大豆をフ

ライパンでじっくりいってく

ださい。

③でいり終わったらチリメン

ジャコを加え２～３分一緒に

いりましょう。

④お釜に①、調味料、分量の水、

③のいり豆とチリメンジャコ

を入れたらスイッチを入れ炊

き上がりを待ちましょう

⑤炊き上がり十分に蒸らしたら

大きく混ぜ、ふっくらさせて

器に盛り付けましょう。

節分だからいり豆ご飯

ご存知ですか？

材　料（４～５人分）

お米……………………３カップ
いり豆………………ふた握り位

（豆まきで余ったもので可）
しょうゆ………………大さじ３
赤酒……………………大さじ１
チリメンジャコ…………約50㌘

　　節分にいった豆を食べます

ね。これは「豆をいる」が「魔

目を射る」となるからだそうで

すが、ご存じですか？

　大豆は「畑の肉」と言われる

ほど良質のたんぱく質を含んで

いて、肉に匹敵するくらいです。

ほかにも鉄分やカルシウム・ビ

タミンなどが多く含まれていま

す。

　そして、機能性物質であるイ

ソフラボンも含まれていますが、

摂取し過ぎは逆効果です。くれ

ぐれも食べ過ぎには注意しま

しょう。

　

１
月
27
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た

『
新
甲
佐
町
史
』
歴
史
研
修
会
で
は
、

清
正
公
山
に
登
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

甲
佐
の
草
木
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

ド
ン
グ
リ
や
ス
ス
キ
と
い
っ
た
普

段
か
ら
よ
く
目
に
し
て
い
る
も
の
や
、

実
が
着
色
料
と
し
て
も
使
わ
れ
る
ク

チ
ナ
シ
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
卵
の

よ
う
な
実
が
た
く
さ
ん
付
い
て
い
る

イ
ワ
ガ
ネ
、
赤
い
実
を
付
け
た
ハ
ナ

ミ
ョ
ウ
ガ
、
有
毒
の
マ
ム
シ
グ
サ
な

ど
、
珍
し
い
植
物
を
発
見
。
ま
た
イ

ノ
シ
シ
な
ど
が
通
っ
た
跡
と
思
わ
れ

る
け
も
の
道
や
水
場
な
ど
、
自
然
観

察
指
導
員
の
中
田
さ
ん
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
１
つ
１
つ
に
目
を
向

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し

た
皆
さ
ん
も
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、

熱
心
に
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
歩
足
を
踏
み
入
れ
た
だ
け
で
、

豊
か
な
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
本
町
の
魅
力
を
感
じ
た
１
日
で
し

た
。
皆
さ
ん
も
身
近
な
自
然
に
改
め

て
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
（
り
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 

　　夫　芝　原　西山　　徹

　　妻　芝　原　平川　結唯

　　夫　仁田子　中村　嘉希

　　妻　山都町　梶原　美紀

　　夫　菊陽町　大塚　　剛

　　妻　津志田　北本　奈美

＊上の写真のご飯は、10％の

もち麦を加えてあります。

＊いった大豆ですから、しっか

りよく噛んで食べましょう。

こうさの野菜で作ってみよう！
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「
普
段
の
会
話
や
行
動
に
も
目

を
配
り
、
苦
手
な
分
野
を
１
つ
１

つ
克
服
で
き
る
よ
う
、
丁
寧
に
指

導
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

公
営
塾
『
あ
ゆ
み
学
舎
』
の
講

師
・
上
松
愛
佳
さ
ん
（
北
早
川

区
）
、
越
名
智
美
さ
ん
（
大
町
区
）
、

坂
本
紫
織
さ
ん
（
北
早
川
区
）
。

　

同
塾
は
、
県
立
甲
佐
高
校
の
生

徒
１
人
１
人
の
夢
を
学
習
を
通
し

て
実
現
す
る
た
め
に
、
同
高
の
魅

力
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
町
教

育
委
員
会
が
平
成
29
年
に
開
塾
。

放
課
後
午
後
4
〜
９
時
と
、
火
〜

金
曜
日
の
授
業
前
に
17
人
が
受
講

し
て
い
る
。
各
々
の
学
習
の
進
捗

や
進
路
、
個
性
に
合
わ
せ
て
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
、
細
や
か
に

サ
ポ
ー
ト
。
教
科
指
導
だ
け
で
な

く
、
社
会
で
必
要
な
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
る
ゼ
ミ
授
業
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
問
題
解
決
力

な
ど
を
磨
き
、
生
徒
の
夢
を
実
現

す
る
た
め
に
支
援
す
る
。

　

「
個
性
を
ど
う
見
つ
け
て
ど
う

サ
ポ
ー
ト
す
る
か
が
楽
し
い
で

す
」
と
話
す
坂
本
さ
ん
は
、
「
何

を
学
習
し
た
い
か
を
、
生
徒
と
相

談
し
て
決
め
て
い
ま
す
。
最
近
は

自
ら
進
ん
で
『
洋
楽
を
翻
訳
し
た

い
』
な
ど
、
学
習
し
た
い
こ
と
を

持
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
」
と
生
徒

た
ち
の
成
長
を
笑
顔
で
喜
ぶ
。

　

部
活
動
後
や
下
校
の
バ
ス
を
待

つ
30
分
な
ど
の
受
講
も
フ
ォ
ロ
ー
。

テ
ス
ト
期
間
で
の
集
中
学
習
や
自

宅
学
習
の
支
援
な
ど
、
学
習
支
援

の
形
態
も
生
徒
に
合
わ
せ
、
高
校

と
連
携
し
て
強
力
に
生
徒
を
後
押

し
す
る
。
ま
た
、
「
多
く
の
人
と

関
わ
り
、
社
会
の
こ
と
を
知
る
機

会
を
作
り
た
い
」
と
坂
本
さ
ん
が

話
す
と
お
り
、
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た

他
県
の
高
校
生
と
の
合
同
ゼ
ミ
な

ど
で
、
外
部
と
の
交
流
を
企
画
。

「
今
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

必
要
と
な
っ
て
く
る
小
論
文
の
ゼ

ミ
な
ど
も
考
え
て
い
ま
す
」
と
、

受
験
な
ど
を
見
す
え
て
上
松
さ
ん

は
次
の
構
想
を
語
る
。

　

「
や
り
た
い
こ
と
を
自
分
で
見

つ
け
る
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
。

世
界
を
広
げ
て
い
く
足
掛
か
り
に

し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
す
３
人

は
、
今
日
も
笑
顔
で
生
徒
と
向
き

合
う
。
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こうさ広 報

社
会
で
活
躍
す
る
能
力
を
育
み

甲
佐
高
生
の
夢
実
現
を
後
押
し

こうえいじゅく あゆみがく

しゃ / 県立甲佐高校の魅力づ

くりの一環として、町教育委

員会が開塾。上写真右から越

名さん、上松さん、坂本さん。

公営塾 『あゆみ学舎』
Ayumi-Gakusya  

Kosa
Style
こうさ スタイルこうさ スタイル


